
◇
叙

勲

。
褒

章

旭
日
双
光
章
「地
方
自
治
功
労
」

石
橋
　
英
雄
曾
一高
１９
回
卒
）

瑞
宝
双
光
章
コ
［察
功
労
」

梁
木
　
初
男
曾
一高
１７
回
卒
）

瑞
宝
双
光
章
「元
大
蔵
事
務
官
」

橋
本
　
光

一
曾
一高
２
回
卒
）

瑞
宝
双
光
章
「元
法
務
事
務
官
」

古
川
　
一
裕
曾
一高
２
回
卒
）

瑞
宝
単
光
章
「消
防
功
労
」

有
馬
　
正
則
（引
田
１７
回
卒
）

正
六
位
「元
長
尾
町
立
前
山
小
校
長
」

山
本
　
勝
美
（大
中
４‐
回
卒
）

知
事
表
彰

「交
通
安
全
功
労
」

森
　
千
芳
曾
一高
２‐
回
卒
）

「男
女
共
同
参
画
功
労
・高
齢
者
介
護
功
労
」

吉
岡
　
和
子
曾
一高
１０
回
卒
）

「保
健
衛
生
功
労
」

赤
松
美
智
代
曾
一高
３２
回
卒
）

「中
小
企
業
振
興
功
労
」

友
國
　
誠
二
Ｔ
一高
２３
回
卒
）

香
川
県
教
育
文
化
功
労

「教
育
行
政
功
労
」

竹
田
　
具
治
Ｔ
一高
２‐
回
卒
）

「学
校
教
育
功
労
」

竹
内
　
伸

金
削
校
長
）

「教
育
功
労
」

六
車
　
真
弓
曾
一高
３４
回
卒
）

藪
根
　
昌
代
Ｔ
一高
３４
回
卒
）

北
村
　
正
清
Ｔ
一高
３４
回
卒
）

竹
下
　
裕
子
（旧
職
員
）
　

´

優
秀
技
能
功
労
賞

日
本
健
康
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

岩
倉
泰

一
郎

（三
高
１９
回
卒
）

「皮
膚
に
塗
布
後
、約

３０
秒
以
内
に
約
３０
脚

の
透
明
の
耐
水
性
皮
膜
を
形
成
す
る
外
用

製
剤
の
開
発
」

（敬
称
略
）

長
年
の
功
績
を
た
た
え
、
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

◇
寄

贈

帖
佐
　
寛
章
〓
一高
１
回
卒
）

「日
本
陸
上
界
の
真
実
」

安
倍
　
道
典

，
一高
３
回
卒
）

「
昭
和
思
い
出
の
記
」

「人
映
テ
レ
ビ
５０
周
年
記
念
誌
」

川
北
　
文
雄
■
吾
同
１２
回
卒
）

「
三
本
松
高
校
関
係
資
料
」

岩
倉
泰

一
郎
〓
一高
１９
同
卒
）

「香
川
県
詩
集
号
弔
２４
集
２
０
２
０
年
度
版

冨
山
　
時
数

，
一高
２０
回
卒
）

「学
校
祭
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｌ
昭
和
４２
年
）

「蛍
雪
グ
ラ
フ
上
二
本
松
高
校
特
集
サ
ー
」

（昭
４４
年
）

藤
井
　
翔
夢
３
一高
３９
回
卒
）

圭
黒
三
本
松
高
校
　
校
歌
」

旧

夏
の
坂
道
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会

「夏
の
坂
道
」

（敬
称
略
）

皆
様
よ
り
書
籍
等
の
ご
寄
贈
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
か
」ざ
い
ま
し
た
。

剋
翔
列
勒

（令
和
３
年
４
月
２６
日
）

第
８８
回
日
と
な
る
虎
九
登
山
を
創
立
記
念

口
で
あ
る
４
月
２６
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の

登
山
は
本
校
の
創
立
記
念
日
の
伝
統
行
事
と

し
て
昭
和
９
年
か
ら
続
い
て
い
ま
す
．

昨
年
は
、
休
校
中
の
た
め
や
む
を
得
ず
中
止

と
な
っ
た
た
め
、
２
年
ぶ
り
の
実
施
と
な
り
、

１
・
２
年
生
は
初
め
て
の
登
山
に
な
り
ま
し
た
．

心
地
よ
い
春
風
の
中
、
全
校
生
で
山
頂
を
め
ざ

し
、
最
後
の
急
な
斜
面
で
は
、
応
援
団
に
よ
る

大
鼓
の
首
と
声
援
を
受
け
な
が
ら
登
り
き
り
、

頂
上
か
ら
の
す
ば
ら
し
い
眺
望
を
楽
し
み
ま

し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
さ
わ
や
か
な

一
日
と
な
り
、

帰
校
後
、
生
徒
た
ち
に
大
中
三
高
会
か
ら
紅
白

餅
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

（令
和
２
年
１２
月
１２
日
）

７
回
目
と
な
る
「
南
原
ウ
ォ
ー
ク
」
が
晴
天
の

下
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ウ
オ
ー
ク
は
、
本
校
の
偉
大
な
る
先
輩
、

南
原
繁
先
生
が
歩
い
た
相
生
村
南
野
か
ら
正

覚
寺
ま
で
の
約
１０
ｋｍ
の
道
の
り
を
た
ど
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
数
々
の
ゆ
か
り
の
場
所
を
訪
れ
な
が

らヽ
、
先
生
を
偲
び
、
み
ヽ
の
名
と
功
績
を
広
く
知

り
、
後
世
ま
で
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
．

旧
相
生
小
学
校
跡
に
あ
る
南
原
先
生
の
胸

像
前
に
生
徒
会
役
員
、
生
徒
の
有
志
、
大
中
三

高
会
役
員
の
他
、東
か
が
わ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
、総
勢
８５
名
が
集
ま
り
９
時
に
出
発
．

学
校
に
帰
着
後
、
食
堂
で
お
に
ぎ
り
、
豚
汁

を
い
た
だ
き
、解
散
し
ま
し
た
。

417mの 虎丸山頂を目指し人山

相生小学校跡の南原繁先生の胸像前にて
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市
原
ウ
オ
ー
ク


